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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月14日(2010.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学ファインダを有する撮像装置であって、
　該装置の背面ディスプレイに設けられたタッチパネルと、
　前記光学ファインダを覗く眼が右眼であるか左眼であるかの情報を登録する登録手段と
、
　前記登録手段によって右眼であるという情報が登録されている場合は、前記タッチパネ
ルのうち接触による入力が不可能な入力不可能領域を右眼用の範囲に設定し、前記登録手
段によって左眼であるという情報が登録されている場合は、前記入力不可能領域を左眼用
の範囲に設定する設定手段と、
　前記タッチパネルのうち前記入力可能領域への接触に応じた動作を行わないよう制御し
、前記タッチパネルのうち前記入力可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行うよう
制御する制御手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記光学ファインダへの接眼を検出する検出手段を有し、
　前記設定手段は、前記接眼が検出されたときに前記入力可能領域を設定することを特徴
とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、前記検出手段により前記光学ファインダからの離眼が検出されたとき
に前記入力可能領域の設定を解除することを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記右眼用の範囲以外の範囲は、前記タッチパネルの全範囲のうち、前記光学ファイン
ダを覗き込む方向から見て、かつ、当該撮像装置が正位置である場合に、該光学ファイン
ダよりも右に偏った範囲であり、前記左眼用の範囲以外の範囲は、前記タッチパネルの全
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範囲のうち、前記光学ファインダを覗き込む方向から見て、かつ、当該撮像装置が正位置
である場合に、該光学ファインダよりも左に偏った範囲であることを特徴とする請求項１
から３のうちいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記右眼用の範囲以外の範囲の左端は、前記タッチパネルの全範囲のうち、前記光学フ
ァインダの覗き窓の左端部分よりも右側であり、前記左眼用の範囲以外の範囲の右端は、
前記タッチパネルの全範囲のうち、前記光学ファインダの覗き窓の右端部分よりも左側で
あることを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像装置の姿勢が縦位置で使用されているか横位置で使用されているかを判定する
判定手段を更に有し、
　前記設定手段は、前記判定手段の判定に応じて異なる範囲に入力不可能領域を設定する
ことを特徴とする請求項１から５のうちいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項７】
　光学ファインダと、タッチパネル式の背面ディスプレイとを有する撮像装置の制御方法
であって、
　前記光学ファインダを覗く眼が右眼であるか左眼であるかの情報を登録する登録ステッ
プと、
　前記登録ステップによって右眼であるという情報が登録されている場合は、前記タッチ
パネルのうち接触による入力が不可能な入力不可能領域を右眼用の範囲に設定し、前記登
録ステップによって左眼であるという情報が登録されている場合は、前記入力不可能領域
を左眼用の範囲に設定する設定ステップと、
　前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域への接触に応じた動作を行なわないよう制
御し、前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行
うよう制御する制御ステップとを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項８】
　光学ファインダと、タッチパネル式の背面ディスプレイとを有する撮像装置に、
　前記光学ファインダを覗く眼が右眼であるか左眼であるかの情報を登録する登録ステッ
プと、
　前記登録ステップによって右眼であるという情報が登録されている場合は、前記タッチ
パネルのうち接触による入力が不可能な入力不可能領域を右眼用の範囲に設定し、前記登
録ステップによって左眼であるという情報が登録されている場合は、前記入力不可能領域
を左眼用の範囲に設定する設定ステップと、
　前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域への接触に応じた動作を行なわないよう制
御し、前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行
うよう制御する制御ステップとを実行させるためのプログラムを記録したコンピュータが
読み取り可能な記録媒体。
【請求項９】
　光学ファインダと、タッチパネル式の背面ディスプレイとを有する撮像装置に、
　前記光学ファインダを覗く眼が右眼であるか左眼であるかの情報を登録する登録ステッ
プと、
　前記登録ステップによって右眼であるという情報が登録されている場合は、前記タッチ
パネルのうち接触による入力が不可能な入力不可能領域を右眼用の範囲に設定し、前記登
録ステップによって左眼であるという情報が登録されている場合は、前記入力不可能領域
を左眼用の範囲に設定する設定ステップと、
　前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域への接触に応じた動作を行なわないよう制
御し、前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行
うよう制御する制御ステップとを実行させるプログラム。
【請求項１０】
　光学ファインダを有する撮像装置であって、
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　該装置の背面ディスプレイに設けられたタッチパネルと、
　前記光学ファインダへの接眼を検出する検出手段と、
　前記検出手段によって接眼を検出したことに応じて、前記タッチパネルのうち接触によ
る入力が不可能な入力不可能領域を該タッチパネルの一部範囲に設定する設定手段と、
　前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域への接触に応じた動作を行なわないよう制
御し、前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行
うよう制御する制御手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１１】
　光学ファインダと、タッチパネル式の背面ディスプレイとを有する撮像装置の制御方法
であって、
　前記光学ファインダへの接眼を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップによって接眼を検出したことに応じて、前記タッチパネルのうち接触
による入力が不可能な入力不可能領域を該タッチパネルの一部範囲に設定する設定ステッ
プと、
　前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域への接触に応じた動作を行なわないよう制
御し、前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行
うよう制御する制御ステップとを有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１２】
　光学ファインダと、タッチパネル式の背面ディスプレイとを有する撮像装置に、
　前記光学ファインダへの接眼を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップによって接眼を検出したことに応じて、前記タッチパネルのうち接触
による入力が不可能な入力不可能領域を該タッチパネルの一部範囲に設定する設定ステッ
プと、
　前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域への接触に応じた動作を行なわないよう制
御し、前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行
うよう制御する制御ステップとを実行させるためのプログラムを記録したコンピュータが
読み取り可能な記録媒体。
【請求項１３】
　光学ファインダと、タッチパネル式の背面ディスプレイとを有する撮像装置に、
　前記光学ファインダへの接眼を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップによって接眼を検出したことに応じて、前記タッチパネルのうち接触
による入力が不可能な入力不可能領域を該タッチパネルの一部範囲に設定する設定ステッ
プと、
　前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域への接触に応じた動作を行なわないよう制
御し、前記タッチパネルのうち前記入力不可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行
うよう制御する制御ステップとを実行させるプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の一側面としての撮像装置は、該装置の背面ディスプレイに設けられたタッチパ
ネルと、光学ファインダを覗く眼が右眼であるか左眼であるかの情報を登録する登録手段
と、該登録手段によって右眼であるという情報が登録されている場合は、タッチパネルの
うち接触による入力が不可能な入力不可能領域を右眼用の範囲に設定し、登録手段によっ
て左眼であるという情報が登録されている場合は、入力不可能領域を左眼用の範囲に設定
する設定手段と、タッチパネルのうち入力可能領域への接触に応じた動作を行わないよう
制御し、タッチパネルのうち入力可能領域以外の領域への接触に応じた動作を行うよう制
御する制御手段とを有することを特徴とする。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　図８Ａ及び図８Ｂには、ＬＣＤモニタ用タッチパネル４２２上での入力可能領域８０１
，８０２を示している。入力可能領域８０１は、ＬＣＤモニタ用タッチパネル４２２上で
左側に偏った領域（例えば、右端が光学ファインダ１０４の覗き窓の右端に相当する位置
となる領域）である。この領域８０１は、ユーザが左眼で光学ファインダ１０４を覗く場
合に鼻等の顔の一部が接触しにくい領域である。また、入力可能領域８０２は、ＬＣＤモ
ニタ用タッチパネル４２２上で右側に偏った領域（例えば、左端が光学ファインダ１０４
の覗き窓の左端に相当する位置となる領域）である。この領域８０２は、ユーザが右眼で
光学ファインダ１０４を覗く場合に顔の一部が接触しにくい領域である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　図６には、光学ファインダ１０４からの離眼を検出した場合の処理を示す。接眼検出部
６６を通じてユーザが光学ファインダ１０４を覗くのを止めた（離眼した）ことを検出す
ると、システム制御回路５０は、バックライト４１６を点灯する（Ｓ６０１）。また、図
５の処理を終了して（Ｓ６０２）、タッチパネル４２２上での入力可能領域の制限を解除
する（Ｓ６０３）。そして、図６の処理を終了する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　また、実施例（図７）では、バックライト消灯時のタッチパネルへ４２２の操作による
特定入力として縦又は横の操作を受け付ける場合について説明したが、右回り回転操作や
左回り回転操作等のダイヤル操作に準じた操作を特定入力とすることも可能である。
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